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「チェンジロータリー 新時代への成長に！」～コロナゼロ・カーボンゼロ支援～ 
 
 

 

本 日 第２４０１回  ２０２１年７月１６日（金）    No.２２８２ 

 
前 回 第２４００回   ２０２１年７月９日（金）    記  録 

〇静 聴：「我等の生業」 
〇出席者：会員 23 名中 18 名出席 出席率 78.26％ 
〇来訪者：地区大会幹事(名古屋錦ＲＣ)                   

石井 弘子さん  
      地区大会実行委員会プロデューサー  

三浦 俊彦君   

   会長あいさつ   桜井 雅博 

本日の来訪者を紹介致し

ます。地区大会幹事の石井弘

子さんと地区大会実行委員

会プロデューサーの三浦俊

彦さんです。後ほど地区大会

のＰＲをして頂きます。 
また、本日は今年度例会のメインイベントでもあり

ます、健康トレーニングが始まりますので、会長挨

拶は手短にしたいと思います。 
お手元にお配りした、メルマガＣＯＰＹ文を参照願

います。 

「ロシア政治経済ジャーナル No.99   北野 
幸伯 <info@rpejournal.biz> 
【RPE】★習近平、大いなる勘違い（中共 100 周年

演説）」  
前回の例会でお配りした「家族大切主義が日本を救

う」の著者である北野氏のメルマガを、私は１０年

以上愛読しておりまして、彼の中国に対する予見は、

今までも非常に的確でありました。今般 北野氏は

７月１日に実施された、中国共産党 創建１００周

年の習近平の大演説を分析して、３０年間の恐怖と

停滞をもたらした「毛沢東路線」に逆戻りしている

と指摘され、これからの中国の凋落を予想しており

ます。また、習近平は台湾統一も強く宣言しており

ます。日本国民としては、隣国のことでも有り、今

後その動向に対して、大いに注目していく必要があ

ると思います。 

幹事報告 

・7/2(金)森 和実尾張旭市長へ表敬訪問 於尾張旭

市役所 桜井会長・菊田幹事 出席     

本日のプログラム Today's Program 
 
 

点    鐘      １２：３０ 
 
 

唱    和   「 四つのテスト 」 

卓話担当者 ：奉仕プロジェクト委員会・ロータリー財団委員会 
 
卓 話 者：西尾 輝久職業奉仕委員長・ 

        飯田 幸雄ロータリー財団委員長 
 
演 題：「 委員会事業説明 」 

      
                       

 
                                    

    

  
例 
 
会 
 

予 
 
定 

７月２３日（金） ７月３１日（土） ８月６日（金） ８月１３日（金） 

休会 
 

定款により休会 
 

創立 50 周年 
記念式典及び懇親会 

(30 日振替) 
於：名古屋東急ホテル 

 式典：16:00～ 

卓話担当者：桜井会長 
卓話者：   〃 
演題：「クラブフォーラム」 

休会 
 

定款により休会 
 

尾張旭ロータリークラブ 
・会長 桜井 雅博・幹事 菊田 利昭・公共イメージ向上委員長 谷口 亜弥 

・例会日 毎週金曜日 12：30  

・例会場 〒488‐0801 尾張旭市東大道町原田 2570‐3 尾張旭市商工会館内 

・事務局 尾張旭市商工会館 TEL 0561‐54‐1263 FAX 0561‐54‐8945 

・E‐mail：jimu@owariasahi-rc.org  URL：http://www.owariasahi-rc.org 

 



・7/2(金)中日新聞瀬戸支社へ表敬訪問 桜井会長・

菊田幹事 出席               
・第 9 回ワールドフード＋ふれ愛フェスタチケット 
購入のご協力をお願い致します。 1 冊 ¥2,000  

7月2日（金）卓話 

「会長所信表明」 
会長 桜井 雅博 

お手元にお配り致しま

した、「クラブ計画書」を

参照して頂いて、卓話の

お話しを致します。2021-
22 年度の RI 会長のシェ

カール・メータ氏は、今年度の国際ロータリーのテ

ーマを「SERVE TO CHANGE  LIVES―奉仕しよ

うみんなの人生を豊かにするために」と提唱され、

具体的な実践の場として「ロータリーの奉仕デー」

を推奨されました。それを受けて、RI第2760地区、

地区方針は、今年度ガバナーの沓名俊裕氏より「チ

ェンジロータリー 新時代への成長に！～コロナ

ゼロ・カーボンゼロ支援～」と設定されました。 
また、今年度地区ガバナーの沓名俊裕氏は、チェ

ンジロータリーの行動方針として「積極的に広報活

動を行うことで、ロータリークラブをもっと知って

もらう」を掲げられました。さらに、会員の基盤を

広げる為に、会員一人が一人以上の人に声をかける

努力目標を掲げられています。その為には、先ずは

各会員自身が、クラブ活動が楽しくなければ、他の

人への継続した声掛けは難しいと思います。そして、

会員増強が継続的に出来なければ、組織存続は難し

くなります。そこで、今年度の第二例会には、生涯

現役を目的に、健康トレーニングを実施致します。

参加して楽しい例会を企画していきたいと思いま

す。 
 次に、チェンジロータリーの先に、私が三年前に

読んだ「家族大切主義が日本を救う『日本の生き筋』」

に示された、明るい日本の未来の姿を、是非会員の

皆さんと共有したいと思います。この書籍を会員の

皆様に寄贈させて頂きたいと思います。この本には

家族大切主義の理念に基づいて、様々な解決方法が

具体的に記載されていると思います。私としては、

娘が三人おりまして、三人とも無事に嫁いでありま

すが、彼女たちの旦那さんに、この書籍をプレゼン

トして、家族大切主義を守って頂くようにお願いし

ました。日本の社会に今まではびこっていた、家庭

を犠牲にした会社中心の会社主義から、先ずは家族

を大切にする、家族中心主義を、婿さん達には目指

して頂きたいと願っており、出来るだけそのように

私も協力していきたいと思っております。私の若い

ときはほとんど出来ませんでしたが。 
 次に、お手元にお配りした、「11 月 28 日（日）50
周年記念講演会」企画案の説明をさせて頂きます。

所謂客寄せ目的の講師選定ではなく、ＪＣやＲＣへ

の講演実績がある、経済に強い講師を検討しており、

講師候補の北康利氏は、現在は評伝作家であり代表

作として、2005 年（平成 17 年）に『白洲次郎 占

領を背負った男』で山本七平賞を受賞。私とは、

Facebook の友達繋がりで､e メールで随時情報交換

等を行っています。本日の理事会で正式に講師とし

て承認を頂きたいと思っております。講演のテーマ

は、「渋沢栄一に学ぶ社会奉仕の道」 サブテーマ

「論語と算盤」の美学について・・・です。現在は、

日本の国としての根幹理念と経済の再起動が、喫緊

の課題であり、新しいリーダー像が必要と思います。

若い世代には、単に講演会で聴講するだけでなく、

継続的な次に繋がる行動を喚起する！ことを目的

としたいと思います。この講演への勧誘活動を通し

て、若い世代への自発的な「チェンジ・インスパイ

ア」の妄想とアクションを促す起爆剤になればと期

待しております。北康利氏のアドバイスで、NHK テ

レビの「明治神宮の森づくり」を観たのですが、ロ

ータリークラブの川上の水源である森（各地域）は、

持続可能な設計を考え、その理念に沿って常に見守

り、大切にしていく必要があると、考えた次第です。

したがって、継続して発展していくクラブの水源と

しての地域づくりは、クラブの継続発展のためにも

非常に重要な奉仕活動であると考えます。講演会の

企画推進につきましても、宜しくご支援の程お願い

致します。 
 
「委員会事業計画」 
クラブ管理運営委員長 
     菊田 利昭 
 本年度クラブ管理運営委

員長を務めます。1 年間よ

ろしくお願いいたします。

クラブ管理運営委員会は、例会運営委員（SAA）・プ

ログラム委員・ニコボックス委員・親睦活動委員・

会計委員の 5 つの委員会をまとめております。 
 例会運営委員としては、本年度から新しい区切り

の時代に入り、新しいメンバーも増え、我がクラブ

の伝統を守りつつ、今以上に活気のある例会を目指

し例会の意義、出席の義務を理解してもいたいです。 
 プログラム委員としては、出席するのが楽しく、

また、継続して出席していただけるような例会にし

ます。 
 ニコボックス委員としては、ロータリーの奉仕活

動の財源となる寄付を会員の皆さんから広く募り、

奉仕活動のさらなる活性化を図り、ニコボックス 
活動を通じて、会員の皆様が和気藹々と集い、繋が

りを豊かにできる雰囲気をつくります。 
 親睦活動委員としては、コロナの関係でどうなる

かわかりませんが、平均年齢も低くなってきている

ので、皆様から喜ばれる活動がしたいです。 
 会計委員としては、会員への会計方針の説明し、

50 周年記念事業を完結させます。2021-2021 年度

の会計方針については､会員に理解を深めていただ

くよう説明をします｡また 50 周年記念事業として､

11 月 28 日の講演会の案内状作成費､12 月の記念誌

の印刷について会計計画を策定します｡ 



「この１年を振り返って」 
2021-22 年度 会長 
      舟橋 龍秀 
私の年度は終わりまし

た。年度当初のご挨拶で、

「不易流行」ということ

を申し上げましたが、こ

の 1 年間を振りかえって、これまでにない新しい動

きがいくつかありました。それは、比較的若い新入

会者が中心となって、会のあり方に変化をもたらす

ものでした。一方、そうした動きに対して、その都

度、ロータリーの基本精神に立ち戻ろうという声が、

主に当会に長く在籍されている会員を中心に、挙げ

られました。毎月の理事役員会では、時に両者の考

えがぶつかり合うこともありました。しかし、私は、

これこそが、会の活性化に繋がることであり、まさ

に「不易流行」の精神そのものであると思いました。 
 この 1 年は、新型コロナ禍でほぼ三分の一の例会

が休会になりました。恒例の親睦行事も、そのほと

んどを中止せざるを得ませんでした。こういう事態

は、わが 50 年の歴史の中でも、初めてのことだと

思います。わがクラブの 50 周年記念の年に、この

ような災禍に見舞われたことは、非常に残念であり

悲しいことです。しかし、この１年で、少なくとも

私は、例会で会員が一堂に会し、親睦を深めること

がいかに重要なことであるかを実感しました。 
 我々は、この 1 年の経験を奇貨として、新しいロ

ータリー活動の新たな一歩が踏み出せるよう、気持

ちを新たにしていこうではありませんか。 
 最後に、この 1 年間のご支援とご協力に心からお

礼を申し上げます。本当にありがとうございました。 
 

〇地区大会幹事 石井様、地区大会実行委員会プロ

デューサー 三浦様、ようこそおいで下さいまし

た。歓迎申し上げます。 
  桜井 雅博君、中森 正裕君、江尻  豪君 
  加藤 清久君、熊澤  功君、田中 祐子さん 
  森 友子さん、森  康美君、箕輪 良孝君 
〇誕生日を祝っていただき。   仲澤 昌容君 
〇本日、会員増強委員会のお話をさせて頂きます。 
〇オリンピック期間中、長い旅にでます。その間欠

席しますのでよろしくお願いいたします。 
加藤 清久君 

〇卓話を楽しみにしています。  田辺 哲郎君 
〇今日は加藤さんの卓話を楽しみにしています。30

分お話して下さって大丈夫です。谷口 亜弥さん 
〇本年 SDGs 委員長をつとめさせて頂きます。でき

たての委員会ですので、どうなることやら、ご支

援お願い致します。      森井 晴生君 
〇地区大会、ご苦労様です。石井様、三浦様ようこ

そ。             箕輪 良孝君 

2021-22年度地区大会PR訪問 

日時：2021 年 11 月 6 日 
   (土)～7 日(日) 
場所：名鉄グランドホテル 
   名古屋国際会議場 
ホストクラブ：名古屋錦RC 
 
 
地区大会幹事 石井 弘子さん（左） 
実行委員会プロデューサー 三浦 俊彦君（右） 

第2例会 健康トレーニング 

2021-22 年度は、第 2 例会に健

康トレーニングを開催致しま

す。田中 祐子さんから指南頂

きながら、音楽に合わせなが

ら、座ってできるストレッチ・

脳トレなど。 

 

卓話 

「委員会事業説明」 
会員組織・会員増強委員長 

加藤 清久 
 尾張旭ＲＣの今後につい

て、偉そうなことは言えない、

自身、欠陥だらけの人間、決

して満足出来るクラブ活動をしているとは言えな

い。しかし、一応、自分も努力する前提で、今後の

我がクラブの将来を考えてみた。 
【長期戦略】 
我がクラブの現状は、高齢化、経済問題、家庭問題、

人的軋轢等の諸問題をかかえ、会員減少がとまらな

い。このまま放置すると、近い将来、２０名体制に

なる。しかし、今般、山田氏との話の結論として、

あまり深刻に考えず、とりあえず、成り行きにまか

そうと。そこで、我がクラブ、立派なクラブに成長

させるには長期戦略が必要になるが、「一義的には、

会員自身、自分のクラブに誇りが持てるよう」にし

たい。その為には、ロ－タリ－精神に則り、自己研

鑽と、社会貢献をめざす、規律あるクラブを構築す

ることだ。 

2020-21年度会長挨拶 

ニコボックス 



「委員会事業説明」 
公共イメージ向上委員

長  
谷口 亜弥 

 
今年度クラブ公共イ

メージ委員長を務めさ

せていただきます。初め

ての委員長という重大な責務にいよいよ緊張して

おります。先ず今年度の会報バナーですが、同委員

会先輩のアドバイス、ヒントをいただきまして、3
か月クールで背景に四季を感じて頂けるようなデ

ザインを作成いたしました。コロナ禍で中々外出も

ままならず、風情を楽しむことも厳しい世の中です

が、毎週会報をご覧いただくことで、少しでも季節

を感じて頂ければとの思いでデザインしました。そ

して、この公共イメージ委員会の責務とは何か、

2680 地区委員会ホームページによりますと、「公共

イメージ委員会は、ロータリークラブの存在を一般

市民にご理解をいただくための活動に重点を置き、

認知度の向上を目指すのが課題。ロータリアンの皆

様の意見を様々な角度から見極め、重要なサポート

役として効果的なクラブ運営、会員基盤の向上等、

ロータリーの価値観を高めていく。」という記載で

した。委員会メンバーのスキルと関心を考慮しなが

ら、責務を上手に割り当てて向上を目指していくの

が良いのでは、と考えております。その中で、経験

豊かな会員の皆様より貴重なご意見を頂戴しなが

ら活動を行っていければ、益々の飛躍ができるので

はと感じております。コロナ禍ではありますが、ク

ラブメンバー皆様と何かしらの方法でコミュニケ

ーションを図りながら情報交換を行っていければ

と願います。そして、他の委員会の皆様と共同作業

を通じ協力し合い、尾張旭ロータリークラブ全体の

インパクトを最大限に高めていきたいです。クラブ

全体でいかに目標を達成できるようにするか試行

錯誤する行為は、メンバーの結束がより強まる作業

もあり、今年は親睦を深め合う機会が再び戻って来

ること切に願います。更には効果的にロータリーク

ラブを知ってもらうために、公共イメージ委員会に

何ができるのか。私自身の活動で申し上げますと、

地域のラジオ局でパーソナリティとして定期的に

活動させていただいている立場を時に有効的に活

用し、番組にロータリーメンバーをゲストで招き活

動内容やイベントの宣伝をしていければと考えま

す。また委員会内で達成可能な小さな目標を立て、

それを達成することにより、クラブと地域社会に恩

恵がもたらされる仕組みが定期的に目に見えると、

より遣り甲斐を感じるのではないかと考えます。例

えば今期の公共イメージ委員会の活動方針は、昨年

に引き続き「ホームページ・SNS を益々充実させ、

定期的に発信することで、外部の周知を図ってい

く。」ですが、それに対し我々は、  Facebook・
Instagram ページの「いいね！」数を「〇〇の記事

を拡散することで 5％増やす！」等、わかりやすい

短期目標を設定する工夫です。このように活動内容

や報告をインターネット上に定期的に発信、更新す

ることはもとより、より魅力あるページにする努力

や、連絡先や情報を見つけやすくする為の工夫も、

楽しみをもって活動できればと考えます。今年一年、

委員会で協力し合い、尾張旭ロータリーの認知度ア

ップに貢献していきたい所存です。 
尾張旭ロータリーの強みは、他業種の素晴らしい

メンバーが在籍する点が挙げられます。そして何よ

り仲の良さだと感じています。この強みを生かしク

ラブの活動内容が、お一人お一人の知識や経験を活

かす良い機会となり、楽しく活動できること。それ

により活動に充実感を感じることが良いクラブ運

営に繋がると思います。周囲から見ても活気あるク

ラブであることは、結果、会員増強に繋がります。

入会候補者の方がクラブ内での行事や奉仕活動に

スムーズにお招きできる環境設定を充実させるこ

とも、会員増強に繋がるのではないかと考えます。 
おしまいになりますが、我々会員全員がクラブの

顔であり、お一人お一人の素敵な人間性や言動がク
ラブのイメージ向上に繋がっています。職場や交友
等、ロータリー以外での会員皆様の活動が入会候補
者の方の関心を引き、クラブについて広く知らせる
機会となります。口コミや評判で広まることもあり
ますので、会員全員でロータリーの活動や知識を持
ち、ロータリーの使命や価値観を、周囲に広めてい
けると良いのではと考えます。若輩者ではあります
が、一年間誠心誠意努めさせていただきます。皆様、
ご指導ご鞭撻の程、どうぞ宜しくお願い申し上げま
す。この度はご清聴ありがとうございました。 
 

「委員会事業説明」 
SDGｓ委員長   

森井 晴生 
SDG's を考える時、必ず

話題が、世界、地球という大

きなテーマに直結し、自分

には関係ない、私一人では

何も出来ない、と思いがちな人が多い。しかし今回

の新型コロナウィルスのパンデミックでも明らか

なように、ウィルスが特定の地域の一人から発生し

て世界中に広がり、一億八千万人以上の人が感染し、

四百万人以上の死者を出しているという事実から

も私達は、「私と世界」「私の地域と世界」は繋がっ

ているのだ、という「地球市民意識」を一人一人が

持つことが重要。その上で SDG,s の「誰ひとり取り

残さない」という理念を強く持って私達の地域には

取り残された人や問題がないか、という問題意識を

常に持って、地域に対し出来る奉仕活動を進めて行

きたい。 
また、地区行動方針の⑤に「カーボンゼロ」を提

唱されていることを受け、個個人や小さな単価で出

来る「カーボンニュートラル」「カーボンオフセット」

についてしっかりと知識を深めていきたいと思う。 


